
実社会との接点を重視した
課題解決型学習プログラムに係る
実践研究

大阪府教育委員会
実践校：富田林市立第一中学校



肯定的回答
の割合

令和３年度 令和４年度

全国平均 大阪府平均 全国平均 大阪府平均

地域や社会をよくするた
めに何をすべきかを考え
ることがありますか。

43.8% 39.6% 40.7% 36.8%

授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいまし
たか。

81.0％ 78.2% 79.2% 76.1%

「社会参画意識」の現状

（令和３年度・令和４年度全国学力・学習状況調査 生徒質問紙）
2



地域の課題を自分事として捉え、その解決に向けて
他者と協働しながら探究的な学習を展開する実践に取り組む。

「すべてのいのちが輝くアイデア」
ー自分たちのアイデアを実現し、

一人も取り残さない未来社会を創るー
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【研究主題】

①地域や子どもの実態に合わせた学習プログラムの実践
（カリキュラム編成や学習内容の工夫、NPO・企業等の

ゲストティーチャーの活用等）
②課題解決に向けた生徒の主体的な取組みの実践
（学習プログラムの実践過程で考えた
「課題解決に向けた取組みアイデア」を具現化するため、

生徒会等が中心となり、学校全体で活動）

③フォーラムにて成果の発表

校内研究推進会議
・学習プログラム・カリキュラムの検討
・NPO・企業等外部機関との連携
・取組みの効果検証



SDGsについての知識を得る
社会問題をSDGsの観点で考察し、生徒自身が、自らの関心で課題を設定
して、解決への見通しをもつ。

【ワークシート】
（社会科）

【教育プログラム】
（総合的な学習の時間）
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実社会をリサーチする
課題を見いだすため、様々な方法で情報を協働して収集する。

【グローバルな観点 ローカルな観点 の両面で】
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地域課題の聞き取り
（総合的な学習の時間）

反差別集会でのグループ協議
（特別活動：生徒会活動）

反差別集会で学んだことを報告
（総合的な学習の時間）

タブレット端末の活用
（社会科）



SDGs達成をめざすアイデアを考える
課題について考察し、妥当性、効果、実現可能性などの観点から、

グループメンバーや教員と議論しながら、効果的な課題解決策を構想する。
（総合的な学習の時間）

地域の人権集会で自分達の
アイデアを発信！
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アイデア実現に向けて、企業・団体等と
意見交流をする

アイデアミーティングで、構想した解決策について、地域人材や企業の方々
から実現の可能性等について意見をいただき、生徒が考えたアイデアやプレ
ゼンの内容をブラッシュアップする。（総合的な学習の時間）
【アイデアミーティングシート】
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【アイデアミーティングの様子】

企業や地域の方にアイデアをプレゼン

企業の取組み
について学ぶ 企業の方からアドバイス

企業の取組み
について学ぶ



アイデア（すべてのいのちが輝くアイデア）
実現のための提案をプレゼンする

アイデアをプレゼンし合い、生徒同士の相互評価によって校内で一番評価の
高かったものを選出する。選出されたアイデアは大阪府主催の「フォーラム」
において発表し、府内に発信する。（総合的な学習の時間）

【一中EXPOで選ばれたアイデア】
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【一中EXPO（校内コンテスト）の様子】

各グループによる
アイデアの発表

企業の方から講評



地域の課題解決につなげる
昨年度の「実社会をリサーチする」学習活動によって発見した
地域の課題について、より深く聞き取り学習を実施（総合的な学習の時間）
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LGBTQについて

視覚障がいについて 渡日・外国籍の方について

地域の
人権課題について



地域のプロに学ぶ
社会のために働くことの意味、仕事の「やりがい」を知る（総合的な学習の時間）
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建設業体験 美容師体験

トリマー体験 パイロットの方の講話



他校の生徒と取組みを交流する
大阪府人権教育研究協議会「熱中フォーラム」への参加
（特別活動：生徒会活動）
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【自校で熱中フォーラムでの学びを全校生徒にフィードバック】 【熱中フォーラム参加の様子】

他校の取組みを学ぶ

自校の取組みを発表



２年目の社会科の授業場面
日本の諸地域の学習をとおして、地域課題の独自性を知る
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地域の課題解決のための自治的な活動を決定！
（特別活動：自治的な活動）

人権サークル、学年議会を中心に今年度の取組みについて考える

クラスの子どもたちの意見から

・障がい理解学習
・子どもたちの環境、状況
・LGBTQ
・国際理解学習

・小学生を対象にした子ども食堂と無料塾
・LGBTQをより深く理解するための啓発活動
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自治的な活動に向けた資金調達
地域教育協議会でのALLYバッチの販売やバザーの実施
（特別活動：自治的な活動） （総合的な学習の時間）
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ALLYバッチの作成ALLYバッチのデザイン考案

LGBTQについて学んだことを報告

バザーで地域や家庭から提供してもらった物を販売 ALLYバッチの販売



成果（生徒の変容）
アンケートにおける肯定的回答の割合
令和３年度・令和４年度全国学力・学習状況調査 生徒質問紙結果との比較
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「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情

報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学

習活動に取り組んでいますか」
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「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができていますか」

令和３年度 令和４年度
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今後に向けて 中学校学習指導要領（平成２９年告示）社会科編解説より
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学習プログラムの普及
 令和４年２月12日（土）
 「わくわく・どきどき SDGs ジュニアフォーラム」

 令和４年10月28日（金）
 「市町村教育委員会の指導主事を対象とした連絡会」

 令和５年２月12日（日）
 「わくわく・どきどき SDGs ジュニアフォーラム」

「社会参画意識の涵養」につながる取組みの推進
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